
～「住みたい・住んでよかった」まちづくりを目指して～

しっかりと根を張った
　「まちづくりの大木」へ

施 政 方 針令和２年度

（一部抜粋）

施政方針とは…政治を行うときの方向。政治の目的・方法・理念
しせいほうしん

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
】

　
　
　
在
の
世
界
経
済
情
勢
を
み
て
み
ま

　
　
　
す
と
、
米
中
の
貿
易
摩
擦
、
そ
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
広

が
り
を
み
せ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
経
済
の
先
行
き
不
透

明
感
が
否
め
な
い
中
、
ア
メ
リ
カ
で
は
11

月
の
大
統
領
選
を
控
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
国
内
に
お
き

ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
観
光
客
の
減
少
や
、
こ
れ
ま
で
続
い
て

き
ま
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
特
需
に
よ
る
一
時
的
な
景
気
の
上

向
き
も
、
開
催
後
に
は
落
ち
込
む
も
の
と

み
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
経
済
リ
ス
ク

に
対
し
、
日
本
経
済
の
先
行
き
の
不
安
を

感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
先
般
、
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
令

和
２
年
度
の
国
の
一
般
会
計
予
算
は
、
８
年

連
続
で
過
去
最
大
を
更
新
し
、
１
０
２
兆

６
，
５
８
０
億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
国
家
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
費
税
増
収
分
を
活
用
し
た
社
会
保
障
の
充

実
や
、
経
済
対
策
の
着
実
な
実
行
お
よ
び
歳

出
改
革
の
取
り
組
み
の
継
続
に
よ
り
、
経
済

再
生
と
財
政
の
健
全
化
を
両
立
す
る
予
算
と

し
て
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
令
和
２
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
地
方
税
収
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
税
制
改

正
の
影
響
に
よ
り
町
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運

営
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
社
会
保
障
費
の
増

加
を
は
じ
め
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
無
駄
を
省
き
、
限
ら
れ
た

財
源
を
効
率
的
か
つ
重
点
的
に
配
分
す
る
こ

と
で
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

【
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
】

　
　
　
れ
ま
で
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
、

　
　
　
「
定
住
・
教
育
・
福
祉
・
産
業
」

の
各
事
業
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
し
っ

か
り
と
根
を
張
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
の
大

木
」
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
町
民
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
深
く

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、

大
木
と
な
り
ま
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
枝
葉

を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
の
事
業
展
開
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

現

こ



歳出

　町の令和２年度の当初予算が３月議会で可決されました。特別会計を含めた全会計の予算規模は、
総額で125億4,699万円となり、令和元年度当初予算に比べて３億1,511万円の減額となっています。
　また、一般会計の予算規模は、総額64億7,900万円で令和元年度当初予算に比べて４億4,800万円
の減額となっています。
　この要因は、平成29年度から令和元年度にかけて実施した地域優良賃貸住宅の整備工事が完了した
ことによるものです。

　　　　　　　 を性質別に見ますと、
　　　　　　　人件費、扶助費（児
童・高齢者・障がい者などの福祉に使
われる経費）、公債費（借金の返済）な
どに義務付けられている経費（義務的
経費）は、28億7,601万円で全体の
44.4％（前年度当初予算に比べ4.2％
増）を占めています。扶助費について
は、前年度から4,505万円、1.9％増加
しており町の財政を圧迫する要因と
なっています。
　道路や施設建設に使われる経費（投資
的経費）は、５億42万円で全体の7.7％
（前年度当初予算に比べ8.1％減）とな
ります。大幅な減少要因は、地域優良賃
貸住宅整備費、認定こども園整備事業
費の減少によるものです。
　その他の経費は、31億257万円で全
体の47.9％（前年度当初予算に比べ
3.9％増）を占めます。物件費（賃金・
備品購入費など）、補助金など（各種団
体への補助金など）、繰出金（特別会計
への支出）などがあります。

　特別会計とは、特定の収入をもって
特定の支出にあてるような事業につい
て、その収支を明確にするため一般会
計と区別して設けられるものをいいま
す。この会計の設置は法律に基づくも
ののほか、すべての条例に基づかなけ
ればなりません。
　令和２年度は、『国民健康保険特別
会計』『介護保険特別会計』『後期高齢
者医療特別会計』『水道事業会計』『下
水道事業会計』の５つの特別会計が設
置されます。

歳出

人件費
扶助費
公債費
普通建設事業費
補助費等
物件費
繰出金
投資及び出資金
維持補修費・積立金・予備費など

10億2,939万円
13億431万円

５億4,231万円
５億42万円

14億7,683万円
８億4,780万円
５億5,626万円
１億3,193万円

8,975万円

人件費　10億2,939万円
15.9%

扶助費
13億431万円
20.1%

歳出総額
64億7,900万円

義務的経費
44.4%

投資的経費
7.7%

その他経費
47.9%

公債費
５億4,231万円
8.4%普通建設事業費

５億42万円
7.7%

投資及び出資金
１億3,193万円
2.0%

補助費等
14億7,683万円
22.8%

物件費
８億4,780万円
13.1%

繰出金
５億5,626万円
8.6%

維持補修費・積立金・予備費など
8,975万円
1.4%

会計名 予算額 前年度との増減率

国民健康保険特別会計 22億2,300万円 ＋3.2％

介護保険特別会計 17億5,900万円 ＋0.4％

後期高齢者医療特別会計 ２億2,700万円 ＋10.8％

水道事業会計
収益的支出（３条） ２億3,851万円 △2.0％

資本的支出（４条） 9,544万円 ＋18.1％

下水道事業会計
収益的支出（３条） ８億3,458万円 △2.2％

資本的支出（４条） ６億9,046万円 ＋6.9％

行政区

令和２年度

令和元年度 補正予算

予算総額126億円 一般会計総額 64億7,900万円

当初予算

　令和元年度の一般会計補正予算が３月議会において可決されました。
　一般会計補正予算額１億1,153万円、一般会計予算総額77億3,775万円、可決された補正予算は、『安心と
成長の未来を拓く総合経済対策』を実現するために国が編成した補正予算を活用して実施する事業を軸とし
ており、農業振興、防災・減災、国土強靭化、教育振興に大きく寄与するものです。

【補正予算の主な内容】

◆担い手確保・経営強化支援事業（繰越事業）　　 　393 万円　 ◆平原排水機場更新事業　　　　　1,963 万円

◆第二腹赤地区圃場整備事業　　　　　　　　 　　315 万円　 ◆橋梁長寿命化事業（繰越事業）　　2,500 万円

◆道路補修・交通安全施設修繕等事業（繰越事業）　 3,760 万円　 ◆幹線町道整備事業（繰越事業）　　2,100 万円

◆都市計画道路「赤田・上沖洲線」整備事業（繰越事業）　4,000 万円　 ◆小中学校 ICT環境整備事業（繰越事業）　3,042 万円

歳入　　　　　　　 には、自主財源と依存
　　　　　　　  財源があります。
　町税など、町が自主的に収入するこ
とができる財源（自主財源）は25億
3,617万円で、全体の39.1％です。その
ほとんどが町民の皆さんの納める町税
となっており、前年度から727万円減少
しています。
　国や県から、定められた額の交付を
受けて割り当てられた収入（依存財源）
が39億4,283万円で、全体の60.9％を
占めています。
　主なものは、地方交付税、国・県支出
金です。

歳入

町税
諸収入
使用料・手数料
分担金・負担金
その他①
県支出金
国庫支出金
地方消費税交付金
地方譲与税
その他②
町債
地方交付税

19億9,591万円
8,690万円

２億4,586万円
2,643万円

１億8,107万円
５億1,667万円
７億8,192万円
３億8,000万円

5,234万円
 3,560万円

 ３億9,530万円
17億8,100万円

その他①
繰越金
財産収入
寄付金
繰入金

その他②
法人事業税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
利子割交付金など

町税
19億9,591万円
30.8%

地方交付税
17億8,100万円
27.5%

諸収入
8,690万円
1.3%

使用料・手数料
２億4,586万円
3.8%
分担金・負担金
2,643万円
0.4%

その他①
１億8,107万円
2.8%

県支出金
５億1,667万円
8.0%

国庫支出金
７億8,192万円
12.1%

地方消費税交付金
３億8,000万円
5.9%

地方譲与税
5,234万円
0.8%

その他②
3,560万円
0.5%

町債
３億9,530万円
6.1%

歳入総額
64億7,900万円

自主
財源
39.1%

依存
財源
60.9%
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新規新規

新規 新規 新規

主 要 事 業
1　未来を拓く人づくりを目指す夢のあるまち

本年度、町が取り組んでいく主な事業を紹介します

155万円（学校教育課）
　スポーツ各界で活躍したアスリートを招き、
小学５年生、中学２年生を対象に夢をもつ大切
さを伝えます。

3,042万円（学校教育課）
　良好な教育環境の充実を図る
ため、無線LANによる校内の通
信ネットワーク整備を行います。

3,006万円（学校教育課）
　放課後における児童の安心・安全な居場所を確保する
ため、放課後子供教室、放課後児童クラブ、寺子屋学習塾、
ながすふるさと塾を一体的に実施します。また、今年度から
新たに運動教室を実施します。

600万円（子育て支援課）
　町内の保育園・認定こども園に在籍する全園
児を対象に、遊びを通した英語教育を行うこと
で、幼児期からのグローバルな人材育成を目指
します。

夢の教室事業

755万円（学校教育課）
　小学校における英語教育を充実させること
で、幼児期からの一貫した英語教育に取り組み
ます。

英語教育推進事業

小中学校ICT環境整備事業小学校放課後教室「フレンズ」推進事業

幼児英語教育事業

489万円（子育て支援課）
　ひとり親家庭等の生活の安定と福祉の向上
を図るため、保護者の自己負担分の一部を助
成するとともに、高校生の自己負担分について
は、その全額を助成します。

ひとり親家庭等医療費助成制度

961万円（学校教育課）
　町教育委員会に専門的な知識と経験を有する
指導主事を配置し、学校における教育課程、学
習指導その他学校教育の充実を図ります。

指導主事配置事業

４万円（生涯学習課）
　昭和62年度に発刊された長
洲町史の続編を発刊するた
め、検討委員会を開催し基本
方針などを作成します。

長洲町史編さん事業

1,200万円（学校教育課）
　学習指導要領の改訂に伴
い、教師用指導書を整備し
ます。

教師用指導書等
購入事業

739万円（学校教育課）
　施設の安全性を確保するた
め、老朽化した腹栄中駐輪場
を改修します。

腹栄中学校駐輪場
整備事業

321万円（生涯学習課）
　豊富な知識と経験を有した専門的職員とし
て生涯学習審議員を配置し、生涯学習の推進
体制の強化を図ります。

生涯学習審議員配置事業

主要事業

新規

新規 新規

新規

2　人と人とが支え合う希望のあるまち

3　地域の資源を活かす活力のあるまち

2,172万円（学校教育課）
　安心・安全な給食を提供するため、荒尾市・
長洲町で新学校給食センターの建設に関する
設計業務を行います。

5,787万円（福祉保健介護課）
　疾病の予防や重症化を防ぐため、インフ
ルエンザや肺炎球菌などの各種予防接種
を実施します。

6,328万円（子育て支援課）
　中学３年生までの医療費の一部負担金を全額
助成することにより、疾病の早期治療を促進し、子
どもの健康の保持および健全な育成と子育て支援
を図ります。

235万円（子育て支援課）
　はぐくみ館において、子ども、保護者
などからの相談に応じ、子育て世代への
切れ目ない支援を総合的に実施します。

荒尾市・長洲町
新学校給食センター建設事業（設計業務）

191万円（学校教育課）
　災害時の避難所となる六栄小学校の屋外トイ
レの老朽化に伴い、トイレ改修に向けた設計業
務を行います。

六栄小学校
屋外トイレ整備事業（設計業務）

予防接種事業子ども医療費助成事業

子育て世代総合支援センター事業

　介護予防や心身機能・活力の低下に対するフレイル対策（運動、口腔、栄養など）、生活
習慣病などの疾病予防・重症化予防への取り組みを、地域において一体的に実施し、健康寿命の
延伸を図ります。

高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業

210万円（福祉保健介護課）
　自ら健康目標を立て、各種健診の受診や町のイベ
ントなどへの参加によりポイントを付与し、健診受診
率の向上と健康づくりへの関心を高めていきます。

長洲町健康ポイント事業

880万円（まちづくり課）
　地域の商工業の活性化や町内企業支援の新たな
拠点となる商工会館建設への補助を行います。

長洲町商工会館建設補助事業

500万円（まちづくり課）
　町商工会が発行するプレミアム商品券の事
業費を補助することで、町内商工業のさらなる
活性化を図ります。

プレミアム商品券発行事業

3,900万円（農林水産課）
　昭和59年度に運用を始めた平原排水機場の
老朽化に伴い、排水施設の更新を行うことで、
農業経営の安定化や湛水被害の未然防止などを
図ります。

県営平原排水機場更新事業

663万円（農林水産課）
　平成29年度に採択され令和４年度を完了年
度とする計画において生産基盤強化と共に担
い手の育成を目指します。

第二腹赤地区圃場整備事業

833万円（福祉保健介護課）
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主要事業

新規

新規

4　安心して生活できる安全のあるまち

974万円
（農林水産課）
　行末川、国道501号に隣接し
た地区一帯（地図参照）で取
り組む圃場整備で、生産基盤
の更なる強化を目指します。

88万円（農林水産課）
　「ながす羽衣琉金」をはじ
め、ながす金魚の安定生産、ブ
ランド化を図るため、引き続
き、金魚養殖業調査研究事業に
取り組みます。

第三腹赤地区圃場整備事業

養魚振興事業

1,357万円（農林水産課）
　あさり資源の環境保全、有明
海の干潟環境改善へ向けた取り
組みを引き続き実施し、あさり
や海苔の漁獲向上を目指すとと
もに水産業の振興を図ります。

水産業振興事業

100万円（農林水産課）
　ため池の決壊防止や洪水調
整機能の向上を目的とし、ため
池堤体の改修、浚渫、付帯施設
の整備など必要な施設の整備
を実施します。

県営ため池群整備事業

　「火の国長洲金魚まつり」や「金魚と鯉
の郷まつり」などのイベントを開催し交流
人口の拡大や地域活性化を図ります。ま
た、県内外において観光キャンペーンを展
開し、「金魚のまち・長洲町」のPRを実施
します。

観光振興事業

576万円（総務課）
　行方不明者や徘徊者の早期発見、犯罪の防止な
どのために防犯カメラを整備し、皆さんの安全確
保を図ります。

防犯カメラ設置事業

300万円（総務課）
　行政区が管理する防犯灯の新規整備や蛍光
灯からLEDへの取り換えに対する費用の一部
支援を行います。

防犯灯整備事業

158万円（総務課）
　消費者に関するトラブルや多重債務などに、
広域的な相談体制の拡充を図りながら、問題の
早期発見と早期解決を目指します。

地方消費者行政活性化事業
101万円（総務課）
　有明消防本部長洲分署の移転に伴い、災害
への応急対応資機材などを保管する水防倉庫
を建設し、火事や風水害などの自然災害に備
えます。

水防倉庫建設事業（設計業務）

691万円（まちづくり課）
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5　快適な暮らしができる安心のあるまち

6　みんなとともに未来へつなぐ協働のあるまち

2,284万円（まちづくり課）
　広域的な交通手段の確保として、路線バスへの
補助をはじめ、町民の皆さんの移動手段のひとつ
であるきんぎょタクシーを継続して運行し、安心
して利用できる体制を作ります。

3,780万円（建設課）
　南関インターと名石浜工業団地などを結
び、観光・物流面で重要な縦軸となる都市計
画道路「赤田・上沖洲線」の整備を計画的に
推進します。

4,823万円（建設課）
　「上沖洲・鷲巣線」「折地・
向野線」などの幹線道路や生
活道路である「折地・腹赤線」
「土井辻線」などの町道の整
備を行います。

地域公共交通活性化事業都市計画道路「赤田・上沖洲線」整備事業

810万円（まちづくり課）
　空家の適正管理に対する取り組みとして、
空家解体や空家バンク登録物件への補助を行
います。

4,879万円（住民環境課）
　ごみの減量化に向けて、指定ごみ袋の作製・
販売、ごみ収集業務委託、生ごみ処理機購入
補助、資源ごみ保管庫補助など、ごみの分別
収集・リサイクルを推進します。

空家対策事業分別収集・リサイクル推進事業

町道整備事業

　水道事業アセットマネジメントの結果を基に、経営戦略を策定し、経営基盤の強化と財政
マネジメントの向上に取り組みます。

水道事業経営戦略策定事業

100万円（まちづくり課）
　町民の住環境の向上を図る
ために、町内業者が実施する
住宅リフォーム工事に対し補
助金を交付します。

住宅リフォーム事業

2,634万円（建設課）
　公園・広場などを町民や子
どもたちが安心して利用でき
るように、適正な維持管理を
行います。

公園・街路等維持管理事業

460万円（まちづくり課）
　各行政区の活動に対する支
援を行うことで、地域住民が
力を合わせ、地域課題の解決
に向けて取り組むとともに、地
域防災力の向上を図ります。

長洲町地域創生推進事業

1,373万円（住民環境課）
　町内の介護予防拠点、事業
所などに出かけ、マイナン
バーカードの申請受付を行う
ことで、カードの普及促進を
図ります。

マイナンバーカード円滑交付事業

44万円（総務課）
　男女がともに活躍できる環
境をつくるため、男女共同参
画講演会の開催や研修会への
参加費の助成、優良企業への
表彰などを行います。

長洲町男女共同参画推進事業

300万円（水道課）

　長洲町における課税客体を的確に把握し公平かつ適正な固定資産税の実現と税収増加を図
ります。

航空写真撮影及び写真地図作成事業 177万円（税務課）
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